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国の取り組み

• １）教員養成を行う大学等の指導の質の向上

• ☛「登録日本語教員養成機関」「登録実践研修機
関」の審査

• ２）日本語学校等の指導の質の向上

• ☛「認定日本語教育機関」の審査

• ３）日本語教員の養成者・研修者の質の向上

• ☛各種研修体制の強化（教師、教師教育者、研修
指導者）

日本語教師養成・研修推進拠点
整備事業

１） 地域における日本語教育の
方向性を共有

２）地域の関連機関が参画する
ネットワークを構築

３）日本語教師養成や研修の担
い手の研修の実施や好事例の
共有

４）日本語教師養成・研修を担う
高度人材の育成



６つの地域に、８つの拠点

•北海道・東北： 東北大学

•関東・甲信越： 筑波大学／東京外国語大学

•中部：金沢大学／南山大学

•近畿：神戸大学

•中国・四国：広島大学

•九州・沖縄：福岡女子大学



近畿拠点の1年間

•近畿は1年遅れて2024年度よりスタート。



構成機関（全30機関） 下線は2025年度より正式参画

• 大学（17機関）：追手門学院大学、大阪大学、大阪大谷大学、大阪教育大
学、関西大学、京都教育大学、京都産業大学、京都精華大学、甲南大学、
神戸大学、神戸女学院大学、滋賀大学、摂南大学、天理大学、武庫川女子
大学、立命館大学、和歌山大学

• 日本語学校等（5機関）：大阪YWCA、コミュニカ学院、エイム奈良国際ア
カデミー、京都民際日本語学校、南大阪国際語学学校

• 行政系機関（5機関）：国際交流基金関西国際センター、大阪府国際交流
財団、京都府国際センター、兵庫県国際交流協会、神戸国際コミュニティ
センター

• 連携機関（3機関：所属教員が個人単位で専門部会に参画）大阪樟蔭女
子大学、京都女子大学、奈良教育大学



近畿拠点の構成

•協議会を「連携部会」として部会化し、4部会で事業を進行する

協議会=

連携部会

研修部会 調査部会 支援部会

外部評価

委員会



連携部会の仕事（全28名）

• 事業の全体企画と進捗管理、近畿における関連機関の連携
強化策の検討、共同事業の企画、協議会（シンポジウム）の企
画・実施、広報、評価ほかを担当。

• １）全体企画： 年間3回の部会（合同部会・各部会）、2回の
公開研修会、1回の公開シンポジウムを企画・実施。

• ２）連携基盤構築： 採用情報等の共有ができるよう、近畿日
本語教育情報交換メーリングリストを立ち上げて2024年6月
より運用開始

• ３）大学ヒアリング（3校）、日本語学校ヒアリング（２校）

• ４）連携の成果： 部会構成員による部会参画団体での講演・
指導、部会構成機関同士の連携協定締結（例：神戸大学とJF
関西国際センター）、部会メンバー指導学生の参画日本語学
校見学・常勤教員採用など

• ５）広報・評価： ウェブサイトの運用。部会議事録もすべて公
開し、透明性ある運営を目指す



研修部会の仕事（全17名）

•近畿における日本語教師教育者養成研
修にかかるニーズ調査と研修の企画・試
行ほかを担当。

• １）メンバーによる研修ニーズや課題の共
有と整理

• ２）日本語学校における教師教育者研修
の実態ヒアリング

• ３）ニーズに即した研修モデルの検討

• ４）第1回・第2回の公開研修会を実施
（ICT教材活用／地域日本語教育）



調査部会の仕事（全10名）

•近畿における日本語教育の実態調査と改
善提言の検討ほかを担当。

• １）メンバーに対するアンケート（調査対象
の決定）☛国家資格としての教員、学習支
援者としての「教員」の両方を調査対象に

• ２）調査項目の討議・決定

• ３）2025年夏までに第1回の「実態調査
アンケート」を実施。結果を報告。



支援部会の仕事（全14名）

•近畿における外国ルーツの児童・生徒に対
する日本語支援の実態調査と改革提言の
検討ほかを担当。

• １）個人実践者による実践を重視

• ２） 支援体制・活動等に関する地域間の情
報共有、関係機関・研究機関・支援者間の
連携構築と強化、支援者の養成・指導法の
研究、の3本柱で事業を行う

• ３）第2回公開研修会（テーマ：地域日本語
教育）を企画。メンバーが講師として登壇



地域教員への研修機会の提供
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第1回公開シンポ（2025/3/22（土） JR大阪駅前ヒルトンプラザウェスト会議室）

37名の地域の大学生・院生による日本語教育の学びの成果発表会
日本語学校の現役教員7名による「日本語教師本音トーク」と学生との意見交換会
養成課程・実践研修機関に指定された3校による報告
文科省担当者による講演
真嶋潤子先生による基調講演「「日本語教育の参照枠」の目指すもの再考」
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地域関係者の意思疎通の強化
近畿日本語教育ML kinki_nihongo_info



連携の強化に向けて

• １）64名（毎回ほぼ皆勤）が年間4回、数時間の膝詰め討議に参画

• ２）各部会で多様なヒアリングを実施（大学・日本語学校・行政系）

• ３）機関種を超えた問題意識の共有と連携マインドの醸成

• ４）「どうせ教師採用はないし・・・」都市伝説からの脱却

• ５）機関間公式協定調印、学生の学校見学・教師採用などの成果も

•近畿拠点の理念（と発表者が勝手に考えていること）

• 「『明るく・楽しく・分け隔てなく』―おもろくなければ教育ちゃうし―」



2024年度活動の自己評価



１年間で、「養成・研修を担う高度人材育成」
はできたか？

• 事業のおかげで、近畿におい
て、まず１歩を踏み出すことが
できた。

• 「場」が設けられたこと自体が
初年度の最大の成果。

• 具体化はまさにこれから。
• 「養成・研修を担う高度人材」
のイメージの明確化から。

• 「良き教師教育者」とは？
• 教師・研究者・実践者のあいま
いな境界

• 何を、どこまで、いつまでに。。。
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